
カラマツ材利用の現状と将来

我々の住む信州は、緑なす山々に阻まれていま

す。この山々を埋めている緑の中花、古くからカ

ラマツの林がありました。御撮山、乗鞍岳、また

八ヶ岳の山麓には天然のカラマツが生育していま

した。さらに、山梨県の富士山麓というような日

本の中心山岳地帯もカラマツの郷土であります。

しかし、乙れらのカラマツは、吉野、北山等の

スギのように遠い昔から人手により植林され利用

されていたとは言えません。幕藩時代に山取り苗

を利用した植林記録もありますが、極めて小規模

で、明治時代に入り実生苗木の養苗持術の発達iζ

伴って、県内は勿論、北海道、岩手県等へ苗木を

移出し、遠くはヨーロッパまで種子を輸出したこ

ともあるなど、その歴史は比較的浅いものです。

しかし、本県のように標高が高く、寒冷地iζ適

した樹種は、天然カラマツの自生からみてもカ

ラマツが最も適したものであろうと考えられ、今

後、乙の地にはカラマツ造林は残されるであろう

から、カラマツ材の利用開発をさらに推進する必

要があります。

1 .カラマツ利用の過去から現在

カラマツ材の利用について、明治以前の記録は

見当りません。口伝的な面のみでありますが、ー

っとして諏訪湖の漁舟はスギより耐水、耐久性が

高い乙とからカラマツが使われたと言われていま

す。また、明治 31年出版の本多博士著「造林学各

論jでは、カラマツは家屋建築、橋梁、電柱等lζ

適し、特iと艦船用材としては「米マツ(ダグラス

カラマツ材大断面湾曲集成材を用いた大規模建築物
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<カラマツ材ヤニ惨出防止法の比較>

方法 裳 置 ねらい. 工 程および特徴 備 考 霊童
l ねらい ! 。アルカリ;g~査中で加圧煮i9J (漫潰煮沸して.ヤユ分を 。11'2工程の人エ舵鍋11.天然tt燥を併用し

ア 1.高 圧 縄 t也出除去する乙とをねらいとする.) てもよい.

'''' |工 程|①台車筏讃司高圧値制旨処理 4-6時間(廃腹処理} 。材の強度は約10%低下する 昭如
カ

2.廃液処理裳置 @台E巨額自民司人工吃鍋5-6日(1日 12時間}司加工 。経費11高圧崎アルカリ処理費.廃液処理費. 43 

処 (一般fUI...60-80'C) および木材使鍋費である. 年
理 3木 4ォtt~量装置 I特そ の徴 I0 ~ルカリ処理工程と人工箆頒の 2 工程が必要であり. @アルカリi3桜 庭i1!綾寝耳理剤

別途廃液処理が必要である.
{ソーダ灰 0.3% i1!1Itアルミニウム剤
7ユオン活性剤 等

|ねらい|。加圧11..減圧の11り返しによりヤニ分の流動性を江 。高圧質内での加圧11-.歯車圧の緑り返しに

〈す己とをねらいとする. より.ヤニ調書出防止はできるが.会水:;~
加

歯車
1.;高 圧 健 |工翠 |①台車後積司加圧底無.減圧処理 4-6時間 十分に低下させる乙とはできはい.縫って 昭犯

庄 ②台車積倹司人工舵鎌5-6日(1日12時間〉司加工 11'2工程の人工舵処もしくは.天然舵績を 50 
処

2.木材 ttll裳置 (一般乾鍋…60-80'C) 必要とする. 年
理

Iそ骨 の量 Io1JD加減圧庁と人工吃織の2工程が必要である.
。材の強度IC与える~・は.ほとんどない.

。経費11.筑庇減圧処理賓と木材舵頒置である.

|ねらい|。来賓あるいは高温高温処理により.ヤニ分の流動性を 。~幼からの処理であれば効果11大きい.

高 なくすととをねらいとする. 。併の強度 IC与える~・11. ほとんど低い.
温 昭如

高 II '11 ..(;;1.'1-ーミンク) 5 -8時?司 。経費iま..煮賓と木切花練費である.
1.蕊気式木材舵燥議置 工程①台車筏積司高温乾燥 2-3日(1目12時間 加工 54 

湿

処 85-1∞'C 王手

理 I会そ 福の I。人目工干党燥蝿の 1工宇田程で川灯 4はえる.

-すべてのヤニ司書出防止法を行なゥた後11.必ず目的の含水:$1まで低下させる必要がある.

ファー )Jに比肩する国産針葉樹はカラマツだけで

ある、という記述も載っています。

ぼ抑制する ζ とができるといった結果を生み、 ζ

れによりカラマツ製品の将来は拓けてきたといっ

ても過言ではないでしょう。乙れが大正から昭和 30年代に至り、杭木等の土

木用材としての利用が進み、特iζ戦後の復興lζ大

きな役割りを果したといえます。

しかし、近年に至り、土木工法の進展から木材

等有機質材料の用途は金属材料に替えられ、使用

率は先細りの状態になりました。

そ乙で我々は、建築用材としての見直しを進め、

カラマツの持つ材質から、ヤニ惨出を防止し、さ

らに乾燥した上で使用する見極めがつきました。

乙乙でいうヤニ惨出防止とは、現在市場では脱脂

という言葉で通用しています。

乙の「脱脂」は、正確な表現ではありません。

本県で実施しているヤニ惨出防止(脱脂)の三方

法とも別表で示すように、ヤニ分のうち精油成分

のみ材内から取り出す方法で、ロジン質の固形分

はほとんど材内に残留しています。これが木材製

品となり使用している状態となってもヤニは惨み

出してきません。さらに乾燥(高温度 90- 100
0

C) 

することにより、使用中の部材・製品の狂いもほ

カラマツのヤニ惨出防止と乾燥方法の確立から、

乙ζ2・3年公共建築物等の内装材として急激に

進展を始めました。

IT. カラマツの未来に向けて

カラマツ材は非常に個性的な木であります。木

目は年輪がくっきり現われ、その コントラストは

強烈です。従来の木造建築の代表的な材である糸

柾のヒノキのようなおとなしやかな面はありませ

んが、 ζ の奔放ともいえる木目調を持ったカラマ

ツは、乙れを生かすデザインのあり方によっては、

さらに内装材としての地位は向上すると考えられ

ます。例えば、茶室の腰板に使ってもその荒々し

さが逆に位びを醸している乙ともあります。また、

家具の分野でも新 しい素材として登場 してきてお

ります。

現在では、カラマツ素材の木目を生かしたデザ

インで一部企業で製造販売をしている程度であり

ますが、試みに色調を黒褐色K染色した家具を作
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製したと乙ろ紫外線により材の赤変と黒褐色の染

め色とが合体し赤銅色となり、重厚さが増した例

もあり、乙れからは調色の技術とあいまって内装

材K、あるいは家具材にと進展するであろう乙と

は疑いありません。

調色による利用途の拡大と共に、使用部材の表

面処理技術の進展lとより、さらに用途倍加も考え

られます。とのひとつの方法としてWPC技術の

利用があります。 WPCとは、一般に強化木ともい

われ合成樹脂を木材に含浸させたものをいいます。

カラマツは、一度乾燥すると他樹種のように空

気中の水分を吸収する性能な極度に低下し(乙の

性質が乾燥後に狂いが少ないといわれる所以です)

さらに他の物質もほとんど吸収し得ない材料です。

乙の性質を利用し材の表面の浅い部分のみWPC

化させ、内部はカラマツの性質を残せば用途を拡

める上でのより強固なものになります。この場合、

含浸させる樹脂を耐紫外線のものとすれば、外用

建具として現在のアルミサッシに比べ断熱性の高

カラマツ竪羽目板の撮られた高校体育館

いサッシになる可能性が高くなります。乙れにつ の進展も遂げ、つつあります。集成材の場合、 「む

いては、他の樹種についても言えそうですが、他 くJの材に比べ、より長大でより大きな断面をも

樹種については材芯まで含浸する乙とが多いため、 つ部材の製造が可能であり、また、木材中の欠点

木材質を有効lζ働かせるようにはし、かない欠点が (節、目切れ)等を取り除くため強度性能は「む

生じます。 く」の材の1.5-2.0倍以上の設計が可能となり

乙のように述べてくると、カラマツの木目調を ます。

生かす内装材・家具等といった面のみと思われま ヨーロッパ、アメリカでは、大型建築iζ集成材

すが、実はそうではありません。 を利用する乙とは、当然、のように考えられており、

カラマツは非常に強度的性能iζ優れた材であり、 日本の場合、木は燃えるからとの先入観念からか、

乙の点はすでに土木用材として実証済みでもあり 建築基準法上、使用K制限があります。しかし、

ます。しかし、こと建築の分野では、強度性能に 木材も大断面になれば表面炭化層の形成から燃え

対しての数値的な評価は極めて低い位置に置かれ尽きる乙とはなく、木材の難燃化処理技術も実用

ています。長野県としても、乙の点に着目し、 60 化は近いょうです。

年度後半より乙の整備に着目したと乙ろでありま 乙れらの点から、将来は大型建築の主要構造材

す。 となろう乙とは疑いません。乙の場合、強度性能

カラマツは、県産針葉樹の中では非常に硬い材の面から、カラマツ集成材は構造材の雄となるで

であり強い材であります。現在の建築基準法では、 しょう。

アカマツ、米マツより低いランク付けがされてお 一方、 LVLの手法による部材も一般化する可

りますが、実大の建築材として乙れらと比較した能性もあります。 LVLの場合は、小径材から薄

場合、勝るとも劣らない資料が生まれつつありま い単板をつくり、縦方向に接着したもので、用途

す。したがって、カラマツは、将来、住宅建築の としては集成材iζ次ぐものが考えられます。現在

みならず木造建築の構造材の主流をなすものと思では、仕口の手法が「むく J材によって完成され

われます。乙れと併行して構造用集成材の分野へた手法を取るため、仕口部分の強度の難点がある
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ものの、将来は独自の仕口の開発から、実具、建 焦点をあててみると、土台から住、架、桁等の構

築等への用途は延びるものと思われます。 造材から内装、造作材iζ至るまで利用され、さら

ill. まとめ
にそのなかには、カラマツ家具が重厚感をそなえ

カラマツの利用の将来について、建築材として て置かれ、我々の「住ましリそのものにカラマツ

力ラマツ材利用の柱・長押・鴨居 因縁・建具

があらゆる角度で使われている状況に直面するで

しょう。内装、家具にはカラマツとは思えないよ

うな変貌した姿も見られるでしょう。

乙のように見てくると、我々の「住まいjをトー

タルで演出できる樹は、県産針葉樹のなかで・はカ

ラマツをおいて他iとみられない現象ではないでしょ

うか。

現在では、カラマツは、スギ、ヒノキiζ比べて

悪木とされていますが、その持つ強度性能、新し

い感覚にマッチした木目調から、新しい家造りの

主要材料となる乙とは何人といえども否定し得な

いと乙ろでしょう。

今は貴重材といわれるプナ材は、昭和初年には

使いようもない悪木といわれていましたが、との

ブナ材の貴重化する時間経過よりさらに早くカラ

マツ材が貴重化することは疑う余地はないものと

思われます。

(林産部三村)

木材実大材強度試験機の導入にあたって

戦後、営々として植林に努めたカラマツ等の人 ここでは、当林業指導所に木材実大材強度試験

工造林木は次第に成熟しつつあり、近い将来、大 機が導入されたのを機会花、県産材の需要拡大、

量の県産主伐材が見込まれます。しかしながら、 とくに建築物の構造用材としての需要に対応する

林業、林産業をめぐる諸情勢はきびしいものがあ ための取り組み等について述べます。

り、木造住宅着工戸数の落ち込みによる需要不振、 1 .実大材強度試験機

加えて木材の市場開放の動きにみられるように外 導入した試験機はインス卜ロンタイプ、木材実

材攻勢は一段とはげしくなっています。 大材強度試験機TCM-30000型 (ミネベア株式

本県の林業、林産業の振興のためには、県産材 会祉製)で、最対日圧容量は30ton、断面 12x 40cm、

の資源的蓄積の増大が直ちに木材供給の増大、あ 長さ 4mまでの実大材長尺曲げ試験及び水平せん

るいは需要の拡大へとつながり難しい諸条件を、 断試験、容量 30tonまでの短住圧縮試験ができま

いかに克服していくかが問題であり、行政、産業 す。また日本工業規格 (JIS)にもとづく曲げ、

界、研究機関等で、さまざまな対策や企画がたて 圧縮、引張り、せん断、硬さ、割裂、くぎの引き

られ実行に移されています。カラマツ材乾燥技術 抜き抵抗性試験等もできます。

の確立、普及等はその一例です。 データ処理及び制御はNECノfソコン PC9801 
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